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自己紹介2
´1969年 岩手県大船渡市生まれ

´1999年 京都府議会議員（３期）

´2010年 内閣府 行政刷新会議事務局次長
´ 行政改革推進本部審議官、規制・制度改革事務局長、

国民の声室長、職員の声室長、等

´ 東日本大震災直後、現地対策本部長付として現地赴任

´2013年 ＰＨＰ総研 主席研究員

´2017年 （公財）笹川スポーツ財団 主席研究員
´ 2018年より研究主幹。専門は政策過程論、地域経営・政策哲学

´ 福知山市特別参与、京都造形芸術大学客員教授、等を現任
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プールの歴史3
´1908年ロンドンオリンピック

´ 全長100ｍ、陸上競技場のフィールド部分に設置

´1924年パリオリンピック

´ 今のようなプール形態になった初めての大会

´ 高石勝男5位入賞（大河ドラマ「いだてん」で斎藤工が演じる）

´日本では、

´ 19世紀前半、会津藩の藩校・日新館に設けられた「水練水馬池」

´ 1912年、屋内プールが宝塚に

´ 1917年、屋内温水プールが東京YMCAに
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屋内プール設置箇所数の推移4
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屋外プール設置箇所数の推移5
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レジャープール設置箇所数の推移6
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4〜11歳の習いごと7
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公認プールの基準8
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国内⼀般プールAA 国内⼀般プールA 国内⼀般プール

主な可能⼤会 国体・全国⼤会 県レベル、競技会 市⺠⼤会、記録会

⽔深 2ｍ以上 1.35m以上 1ｍ以上

レーン数 10レーン 8レーン以上 6レーン以上

その他 併設プール 併設プール



公共プール減少の理由9
´老朽化

´ 多くが1970〜80年代の建設

´利用者減と赤字拡大

´民間フィットネスクラブは2001年からの15年で1.5倍

´公共施設マネジメントの進展
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プール利用に関する特徴的な改革手法10
´市民プールを廃止し利用費助成（公営→民間）

´愛知県蒲郡市・・・中学生以下対象（約8万人、約57㎢）

´学校授業を市営プールで実施（学校→公営）

´神奈川県海老名市･･･全廃（約13万人、約27㎢）

´学校プールの拠点化（学校→拠点校での共同利用）

´神奈川県横浜市・・・うまくいかず（約373万人、約438㎢）

´水泳授業を民間事業者に委託（学校→民間）
´千葉県佐倉市･･･全廃の方向（約17万人、約104㎢）

´市民プールを廃止し学校開放（公営→学校）

´東京都府中市・・・今後の方針（約26万人、約29㎢）
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学校プールの利用状況11
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（公社）⽇本プールアメニティ協会調査（2018年3⽉）より

学校プールの開放状況12
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（公社）⽇本プールアメニティ協会調査（2018年3⽉）より


